
１．本製品の特長

５．お経データを再生する

２．操作部の説明

◆ お経「般若心経」を収録
「般若心経　独唱」と「般若心経　復唱 」を収録されています。
◆ 和ろうそく風のランプ
和ろうそくの炎が揺れている様子を、LEDランプで忠実に表現しています。
火を使用しないことで、火災の心配がありません。
◆ ワイヤレススピーカー
Buletooth 通信に対応しており、スマートフォンに入っている曲をケーブル接続す
ることなく、スピーカーとして出力することができます。
◆ USB 充電
付属のUSB ケーブルと電源アダプタを接続して充電を行います。
◆ 和風なデザイン
本製品は、お経を流して使用して頂けるように、仏前に合うデザインです。
デザインは２種類ございます。

注意事項
 ・ 充電を行う際は、0℃～ 40℃の範囲の環境で行ってください。
 ・ USB ケーブルは、満充電になってから、取り外してください。

充電が必要な場合
電池が残り少なくなると、「Low battery, please charge. 」（ローバッテリー、プリーズ
チャージ ) と英語のメッセージが流れます。下記に従って充電を行ってください。

【操作ボタン部】 【接続端子部】 【底面部】 

充電方法

３．同梱品の確認

このたびは、「お経燈」お買い求めいただきまして、誠に
ありがとうございます。
この取扱説明書（以下、本紙）は、お経燈（以下、本製品）
の設置方法および操作方法を説明いたします。
本製品を操作する前に本紙をよくお読みください。
操作する際、使用者に身体的危害および機器の損傷を避
けるために、本紙に書かれているすべての注意事項（裏
面に記載）および説明に従ってください。

取扱説明書L-OKYS

４．充電方法

本製品のUSB 端子に、USB ケーブルを接続します。1

USB ケーブルに電源アダプタを接続し、コンセントに接続します。2

充電中は、[　　　　] ボタンが赤色に点灯します。（満充電まで約 3時間）
満充電になると、操作ボタン部が消灯します。

3

2

3

1
USB ケーブル
約 50cm

電源アダプタ 

100V 電源 

ネジ穴USB 端子

 ・ このボタンを２秒間長押しすると、本製品の電源をオン／オフします。

 ・ このボタンを短く押すと、次の曲（お経）を再生します。
 ・ このボタンを長押しすると、音量が大きくなります。
　（最大音量に達すると、「ピッピッ」と音がします。）

 ・ このボタンを短く押すと、前の曲（お経）を再生します。
 ・ このボタンを長押しすると、音量が小さくなります。
　（最小音量に達すると、「ピッピッ」と音がします。）

 ・ このボタンを押すと、再生／一時停止します。

 ・ このボタンを押すと、ランプの点灯／点灯パターンの変更（５通り）
　／消灯をします。

 ・ USB ケーブルを接続して、本製品を充電します。USB 端子

ネジ穴

[　　　　] ボタンを２秒間長押しして、電源をオンにします。

鐘の音が鳴り、その後自動でお経が再生されます。

音量を調整する場合、[＋] ボタンを長押しすると、音が大きくなります。
また、[－] ボタンを長押しすると、音が小さくなります。
（最大または最小音量になると、「ピッピッ」と音がします。）

1

2

3

4

5 お経を一時停止／再生開始をする場合、[　　] ボタンを押します。

6

終わる場合は、[　　　　]ボタンを２秒間長押しします。電源をオフにします。

ランプの点灯／点灯パターンの変更／消灯をする場合、[　　　] ボタンを
何度か押して、切り替えます。

7

 ・ 1/4 インチのネジ穴で、三脚や雲台を取り付けることができます。
　三脚等は、お客様がご用意ください。（付属されていません。）

次の物が入っているか確認してください。万一、欠品の場合は、お手数ですが
お買い上げの販売店または、弊社 ( 裏面に記載 ) までご連絡ください

取扱説明書USB ケーブルお経燈本体 電源アダプタ

６．Buletooth を使用して音楽等を再生する
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9

スマートフォンのホーム画面から　　　　　アイコンをタップします。

設定画面から、[Bluetooth] をタップします。

Bluetooth スイッチを、右にスライドして、[ オン ] にします。

周辺の Bluetooth 機器の検索を開始します。
しばらくすると、本製品のデバイス名である [A1] が表示され、
[A1] をタップすると、ペアリング (Bluetooth 接続 ) を開始します。

操作の許可画面が表示された場合、[ 許可 ] をタップします。

Bluetooth 接続が完了すると、本製品から「ピンポン」と音が鳴ります。

10 スマートフォン等の音楽を、本製品から音楽を聞くことができます。
必要に応じて、選曲や音量調整を行います。
詳細は、【２．操作部の説明】を参照してください。

[A1] が「接続済み」になると、ペアリングが完了します。

例として、スマートフォン内の音楽を、本製品に出力する方法を説明します。
下記の説明は、iOS の場合です。OSのバージョンまたは端末の種類により、下記
の操作と異なる場合があります。詳細は、各端末の説明書を参照してください。

1 [　　　　] ボタンを２秒間長押しして、本製品を電源をオンにします。
鐘の音が鳴ります。

2 もう一度、[　　　　] ボタンを押します。もう一度、鐘の音が鳴ります。

注意事項
 ・ Bluetooth 接続は、本製品１台に対し、１台のスマートフォンを接続します。
 ・ Bluetooth 接続による操作は、本製品から１０ｍ以内の距離で行ってください。

メモ
 ・ 収録されているお経は、繰り返し再生されます。
 ・ 再生中に、[　　　　] ボタン押すと、強制的にお経を終了します。

※シールをはがさないで
　ください。

お経を変える場合、[＋] ボタンを短く押すと、次のお経を再生します。
また、[－] ボタンを短く押すと、前のお経を再生します。
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１１．製品保証書

１０．お問い合わせ

９．仕様

７．注意事項 ８．電磁妨害 ( ノイズ ) について

カスタマーサービス　９：３０～１８：００[土･日･祝･年末年始は休業 ]

TEL:052-209-7860

2018/08  Ver.1.0

■本社 〒460-0002 愛知県名古屋市中区丸の内2-20-1 レッツ丸の内本社２号館ビル
TEL：052-201-6230　FAX：052-201-5050

■東京営業所 〒104-0061 東京都中央区銀座8-19-3 銀座竹葉亭ビル6F
TEL：03-3546-0889　FAX：03-3546-0941

■大阪営業所 〒532-0003 大阪府大阪市淀川区宮原1-2-9　新大阪ハイロードビル5F
TEL：06-6151-5749

修理する場合、この保証書が必要になりますので保管してください。

仕様及び外観は、改良のため予告なく変更する場合があります。ご了承ください。

※1：ランプ点灯及び再生　　　　　　　　※2：ランプ点灯のみ

Buletooth バージョン
Buletooth 到達距離
出力電力
スピーカー
歪み率
SN比
電源

Ver.4.0
10m以内
5W
φ52mm, 4Ω, 5W
1%以下
>90dB
5V, 1A

内蔵リチウム電池
寸法
重量
連続使用時間 ※1
連続点灯時間 ※2
充電時間

3.7V, 2000mA
φ98mm, 165mm
410g
約 5時間
約 20時間
約 3時間

１０．保証について

・  通常使用時、購入日以から１年間、無料修理サービスを受けられます。
　１年経過後は、各部品の修理費用に応じて請求されます。
・  部品が変更されている場合、弊社で交換した部品費用が請求されます。
　例えば、封入されているmicroSD カードデータの変更
・  以下の場合、保証期間中でも無償修理サービスの対象外となります。
　1) 自然災害、ネズミ被害、および正常でない使用による障害。
　2) 輸送中の損傷、落下による場合
　3) バッテリー、電球などの消耗品
　4) 購入店のレシート、領収書など購入日の情報が証明できない場合
　5) 湿度、硫黄・塩分の濃度が高い等、腐食しやすい環境で使用した場合
　6) 本書の指示に従って使用していなかった場合。
　7) 特別なオファー ( 例：無償品、サンプル品 ) の場合
・  修理のために弊社へ発送する場合、輸送中の損傷を避けるために、
　お客様が適切に梱包を行ってください。
・  お客様自身が原因で発生した損害については、弊社では責任を負いません。

■注記
この装置はテストされており、FCC 規則のパート 15 のクラス Bデジタル装置の
規定に準拠しています。
これらの規定は、家庭環境の設置にて有害な干渉から適切な保護を提供するよう
に設計されています。
本装置は、無線周波エネルギーを生成、使用、放射する可能性があり、指示に
従って設置および使用されない場合、無線通信に有害な干渉を引き起こす可能性
があります。
ただし、特定の設置環境で干渉が発生しないという保証はありません。
この機器がラジオやテレビの受信に有害な干渉を引き起こした場合、（機器の
電源を入れ直すことで判断できます）、次のいずれかの方法で干渉を是正する
ようにしてください。
 ・ 受信アンテナの向きを変えたり、移動したりする。
 ・ 装置と受信機の間隔を広げます。
 ・ 受信機が接続されているコンセントとは別のコンセントに機器を接続します。
 ・ 販売店または経験のあるラジオ /テレビの技術者に相談します。
　

取扱説明書に記載されていない装置の変更または改造を行なうと、装置の使用
できなくなることがあります。
　

この装置は、FCC 規則パート 15 に準拠しています。
準拠する操作は、次の 2つの条件を前提としています。
（1）この装置は有害な干渉を引き起こさないこと。
（2）この装置は望ましくない動作を引き起こす可能性のある干渉を含め受信した
　　干渉を受け入れなければなりません。
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安全上の注意

■Bluetooth 機能ご使用時の注意
本製品の Bluetooth 機能の使用周波数は 2.4GHz 帯です。この周波数帯では､電
子レンジなどの家電製品や産業･科学･医療用機器のほか､ほかの同種無線局､工場
の製造ラインなどで使用される免許を要する移動体識別用構内無線局､免許を要
しない特定の小電力無線局､アマチュア無線局など ( 以下｢ほかの無線局｣と略す )
が運用されています。
1. 本製品を使用する前に､近くで｢ほかの無線局｣が運用されていないことを確認
　してください。
2. 万一､本製品と｢ほかの無線局｣との間に電波干渉の事例が発生した場合には､
　すみやかに本製品の使用場所を変えるか､または機器の運用を停止 ( 電波の発
　射を停止 ) してください。
3. ご不明な点やその他お困りのことが起きた場合は､弊社までお問い合わせくだ
　さい。

■Bluetooth について
 ・本製品の Bluetooth 機能は日本国内規格に準拠し､認定を取得しています。
 ・Bluetooth 機器が使用する 2.4GHz 帯は､様々な機器が共有して使用する電波帯
　です。そのため､Bluetooth 機器は､同じ電波帯を使用する機器からの影響を最
　小限に抑えるための技術を使用していますが､場合によっては他の機器の影響
　によって通信速度や通信距離が低下することや､通信が切断することがあります。
 ・通信機器間の距離や障害物､Bluetooth 機器により､通信速度や通信距離は異な
　ります。

本製品を使用する前に、よくお読みください。
 ・ 本製品は日本国内のみで使用できます。他国では使用できません。
 ・ 風呂場や加湿器のそばなど湿度の高いところに置かないでください。
　火災・感電の原因となります。
 ・ 火気や熱器具等の発熱する物に近づけないでください。本製品のカバーやケー
　ブルの被覆が溶けて、火災・感電・故障の原因となることがあります。
 ・ 直射日光が当たる場所や高温の場所 ( 暖房装置の近く ) に置かないてください。
　内部の温度が上がり、火災・故障の原因になることがあります。
 ・ 水平な場所に置いてご使用ください。ぐらついた台、傾いた台、不安定な場所
　に置くと落下や転倒する恐れがあり、破損やケガの原因になることがあります。
 ・ 安全にご使用していただくために、次のような場所への設置・使用は避けてく
　ださい。
　　 ・ ほこりが多い場所、 ・ 振動が激しい場所、 ・ 気化した薬品が充満した場所、
　　 ・ 薬品に触れる場所、 ・ 磁気や電界が発生する場所の近く
 ・ 温度が０℃～ 40℃の範囲で設置・使用してください。
 ・ 本製品に衝撃を与えないでください。破損や故障の原因になることがあります。
 ・ 本製品に付属されている電源アダプタ以外は、絶対に使用しないでください。
　火災・感電・故障の原因となります。
 ・ 充電する場合、AC100V 家庭用電源以外では絶対に使用しないでください。
　火災・感電・故障の原因となります。
 ・ ケーブルを傷つけたり、分解したり、加工したり、無理に曲げたり、引っ張っ
　たり、ねじったりしないでください。
 ・ ぬれた手で操作しないでください。端子部分に触れると感電の原因となります。
 ・ 本製品をお客様自身で分解・改造をしないでください。
 ・ 清掃する場合、シンナー、アルコール、ベンゼンなどの揮発性溶剤を使用しな
　いでください。
 ・ 万一、煙が出ている、異臭がする等の異常状態のまま使用すると、火災・感電
　の原因となります。すぐに本製品の電源をオフにし、煙が出なくなるのを確認
　してから、ご購入店か弊社に修理をご依頼ください。
　お客様による修理は危険ですから絶対おやめください。
 ・ 本製品を廃棄する場合、内部にリチウム電池が入っています。
　お住まいの自治体の規則に従って廃棄してください。
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